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平成 27 年度 第２回  
横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金事業に関する評価委員会会議録 

日時 平成 28 年３月 30 日（水）10：00～11：00 
開催場所 温暖化対策統括本部会議室 
出席委員 荒木委員長、北原委員 （２名）※50 音順 
欠席委員 なし 
開催形態 公開（傍聴者なし） 
議題 

 
（１）横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金事業実施報告 
（２）横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金執行報告 
（３）その他 

確認事項 １ 横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金事業の実施状況について確

認した。 

２ 横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金の執行状況について確認し

た。 

資料 横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金事業の概要と実施状況 
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 横浜市再生可能エネルギー等導入推進基金事業の概要と実施状況について 
  

 麦田地域ケアプラザで購入電力量が大幅に減少したというのは、太陽光発

電設備を設置した他に何か要因があるのですか。 
 
今回、太陽光発電設備を設置したことで職員の省エネに対する意識が変わ

ったようだと聞いています。 
今回の事業をきっかけに、日常の施設運営においてもこまめな省エネを心

がけるようになっているようです。 
 
平成 26 年度に設置した８施設では、設備を一年間、使用したことになりま

すが、その間、設備の不具合など、問題はありませんでしたか。 
 
設置した設備は全て順調に稼働しており、特に問題はありませんでした。 
 
発電状況は、想定と比べてどうですか。 
 
概ね想定どおりの発電量です。 
 
設備の容量から見ても、十分な発電量だと思います。 
対象施設は、中には住宅に囲まれた立地の場合もあり、設備の設置角度等、

色々と調整が難しかったのではないかと思いますが、十分な発電実績が上が

っていると思います。 
災害時にどの位電源として活用できるのか、是非、実際に系統電源を落と

して使用してみてもらいたいと思います。 
難しいかもしれませんが、防災訓練の日などを使ってやってみるよう検討

してほしいと思います。 
基金の執行状況については適正に行われていると思います。 
 
この事業の意義がどのようなものとして市民に伝わるかが大事です。 
ＣＯ2 の削減効果なども市民に伝わるようにしてほしいと思います。 
太陽光発電設備の設置をきっかけに施設職員の意識が変わったという話が

あったが、どこかの施設でアンケートをとるなどしてそうした効果が形とし

てわかるといいと思います。 
 
 

 設備のＰＲの仕方などを工夫しながら、設備を有効に活用していってほし

いと思います。 

 


